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前に痙；李発作，片麻痺，頭痛，知覚異常等の症状が認め

られる者は5例となっている．特に脳底部異常血管網症

の全例に何らかの前駆症状が認められる点，注目に値す

る．入院時の神経脱落症状は個々の疾患により，また異

常血管の存在場所により異っている，これら9症例の

内，脳動静脈奇形の2例に根治手術が行なわれ，4例に

持続脳室ドレナージが行なわれた．予後についてみる

と，入院時から意識障害が強く重篤な経過をとった脳動

脈瘤1例，および脳底部異常血管網症1例の計2例は死

の転帰をとり，脳動静脈奇形では予後が良好で全例生存

している．以上の如く，幼小児の頭蓋内血管異常にみら

れるクモ膜下出1血は，成人のそれとは起因疾患，症状，

予後に差がみられ，その治療等も異っている．本学会で

は幼小児の頭蓋内血管異常によるクモ膜下出血の症例を

中心に述べ，合わせて若干の文献的考察を試みた．

 4．当科における頭部外傷の統計的観察

   （脳神経外科）

      ○大久保 正・河野  宏・高良 英一

       氷室  博・橋本 卓雄・井沢 正博

       篠原 豊明・河村 弘庸・窪田  怪

       清水  隆・神保  実・喜多村孝一

 当脳神経センター開設以来，当センターを訪れた患者

総数は8823名で，そのうち頭部外傷総数は3165名であ

り，その38％に当たる．その内訳は，男性2095名，女性

1070名で，男性対女性の比は約2：1である．そのうち

入院を必要としたものは592名であり，頭部外傷総数の

約19％に当る．脳振盤，頭蓋骨々折，外傷性クモ膜下出

血等は449名であり，脳挫傷を主とした重症頭部外傷で

手術適応にならなかった例は59名で，頭部外傷総数の約

し9％に当たり，入院を必要としたものの約10％にな

る．頭蓋内1血腫例は83名であり，頭部外傷総数の2．7

％，入院したものの約14％を占める．頭蓋内血腫の内訳

は，硬膜下血腫が30例で最も多く，硬膜外血腫25例がこ

れに次ぐ，その他硬膜外・硬膜下および脳内血腫を合併

したものが28例である．頭蓋内血腫の年令分布は，乳幼

児期と壮年期に多発しており，乳幼児期では，男女比は

ほぼ同数であるのに対し，壮年期では，男性に圧倒的に

多く，女性は旧く下れである．頭蓋内血腫全体としての

男性対女性の比は4対1であり，男性に多い，血腫の部

位は側頭部を中心としたテント上がほとんどであり，テ

ント下はわずか4例にすぎない．予後については，硬膜

外血腫が最：も良く86％の救命率であり，有用な社会復帰

をしている．これに反し硬膜下血腫，硬膜下血腫と脳内

血腫，硬膜外血腫の合併したものは，死亡率が60％であ

り，救命しえても重篤な後遺症を残すことが多い．これ

らをいかに救命するかは，年令，受傷機転，部位，血腫

部位など種々の要因があるが，そのうち最も重要な因子

は，受傷より手術までの時間である．これをいかに短縮

するかが，今後の救急医療体制の課題である．

 5．先天性風疹症候群の1症例

       （眼科） ○白浜優美子・小暮美津子

 先天性風疹症候群は，1941年，Greggが妊娠の初期に

風疹に罹患した母親から先天性心疾患，眼奇形，難聴等

の先天奇形を有する子供が生れることに気づき報告した

のに始まる．

 以来，各地で多数の報告がなされ，名種の症状が追加

されたが，本邦眼科領域での風疹症候群の報告は口数例

あるに過ぎない．

 今回，私共は先天性心奇形，網膜症を有し，風疹抗体

が母子ともに陽性の1症例を経験したので報告した．

 なお，本邦における風疹網膜症の報告はまだ3例を数

えるのみである．

 6．巨大膀胱憩室腫瘍の1例

   （泌尿器科）

      ○益子五月・梅津隆子・吉田美喜子

       河野 南雄・高橋 通子・増田 聰子

       佐々木則子

 われわれは，巨大膀胱憩室腫瘍の1例を経験しました

ので報告話する．症例は69才男子．約工年前から膿尿と

圧痛を伴った左下腹部腫瘤に気づぎ，昭和47年3月10日

当科受診x線検査で尿道狭窄，膀胱左壁に陰影欠損を

伴った巨大膀胱憩室を認めたため憩室腫瘍と診断し，昭

和47年5月16日，左腎尿管全摘出術，憩室摘出術および

腫瘍摘出術施行．腫瘍は組織学的に扁平上皮癌であった

ため，外照射を行なったが，術後65日目に死亡した，’

 7．乳児の水腎症を合併したと思われる先天性片側性

   多発性嚢胞腎の1治験例

   （外科）

      ○中野 達也・天野 一夫・岡  高士

       鈴木  忠・倉光 秀麿・織畑 秀夫

 生後40日の男児．満期産で，生後も何らの症状も見ら

れていなかったが，たまたま生後1ヵ月目の乳児検診の

際，腹部腫瘤を指摘され，開腹，腎別除術を施行の結

果，水腎症を合併した先天性片側性多発性嚢胞腎と判明

した．

 本症は，比較的稀な疾患であるので，若干の文献的考

察を加えて報告した．

 8．医療ソーシャルワーカーの機能  申央リハビリ
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